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研究成果概要 
 H20 年度の乗鞍観測所で得られた雷雲からのガンマ線および電子成分の検出をまと

め、Phys. Rev. Lett. に投稿し、掲載された[Tsuchiya et al., PRL 102, 255003 (2009)]。 
この結果を解析するさいに、5 mm 厚のプラスチックシンチレータで電子成分のスペクト

ラムを取得していなかったため、電子であることを確実にしめす証拠の一つを提示でき

なかった。また、製作した回路が 1 秒の時間分解能しか有していなかったので、雷放電

に同期するような放射線を詳しく調べることができなかった。そこで、H21 年度には、

回路を改良し、プラスチックシンチレータでのスペクトラム取得と時間分解能を 100 μ
秒にした。 
 上記の改善をした後、2009年９月３日から乗鞍観測所にて連続測定を開始したところ、

今季は雷および雷雲からのガンマ線や電子成分を検出した明らかな信号を得ることはで

きなかった。改良した回路そのものは、無事に稼働していたので、今後の観測体制は整

った。また、乗鞍観測所でのステレオ観測の準備も進めている。 
 H21 年度には、乗鞍での観測を含む、下記のような論文や会議での発表を行った。 
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